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改革改善
の考え方

①問題
点

･(公益財団法人)飯田市体育協会においては、組織自体の健全な運営、競技スポーツと生涯スポーツの推進の両立、
指導者育成、全国レベルで活躍できる選手育成等が課題とされている。
・スポーツに関係する他組織（スポーツ推進委員、公民館など）とのさらなる連携が必要である。
・組織運営の健全化を図るため、収益事業の拡大が必要である。

②改革
提案

・組織運営の活性化・健全化を図るため、賛助会員や収益事業の拡大を奨励する。
・競技力向上のために、指導者の育成と資質向上につながる事業の充実を連携して進める。
・指導者人材バンクの更新を行う。
・スポーツに関係する他組織（スポーツ推進委員、公民館など）との情報交換の機会づくりをする。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

公益財団法人となり、事業内容や運営方法などの改善が図られ、自立的な組織としての位置づけがより明確になった。また、
スポーツ振興ビジョン策定に着手し、住民に開かれた体育協会に向けて、競技スポーツと生涯スポーツの普及振興を目指し
ている。

総事業費①+② 7,643 7,500 7,643 7,500

40 40

臨時職員所要時間

一般財源 7,500 7,500 7,500 7,500

人件費計（千円）② 143 143

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 7,500 7,500 7,500 7,500

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　市民の体力向上、健康意地及び競技力向上のため、公益財団法人飯
田市体育協会の運営支援
２　中央道沿線都市親善スポーツ大会の開催
３　その他スポーツ大会、教室の開催
４　公益法人としての組織運営支援

１　市民向け事業の参加者数
２　スポーツ大会数
３　事業数

１　171,023人
２　１１大会
３　５７６件

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

・飯田市体育協会は、前身は昭和5年4月飯田市体育連盟として設立したが、昭和22年４月の大火により組織が崩壊した。その後組織
の確固とした体育協会を設立しようとの気運が高まり、昭和24年4月新たに飯田市体育協会として設立した。平成８年には自立運営を目
指して財団法人となり、平成24年4月より公益財団法人に移行した。
・体育協会は、25の競技団体が加盟し、市民の健康・体力向上及び豊かな体育文化の振興を目的とした事業を展開するほか、各競技
会等を開催し競技力向上を図っている。
・本事業では、飯田市体育協会に補助金を交付して組織運営支援を行うとともに、協働した取組みを進めることで、市民スポーツの推
進を図る。

成果
指標

市民向けに体育協会が開催した事業数：件 560 576 600 600

成果
指標

体育協会関係事業への参加者数：人 185000 171023 180000 180000

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

体育協会加入者数：人 4093向上させたい上位施
策の成果指標

全国大会レベルの大会に出場した市民の数：人

飯田市民：人 102446
意図（どういう状態
にするか）

競技力の向上と市民スポーツの振興に大きな役割を果た
している体育協会の活動を支援する

目
的

対象（誰・何を） 市民と(公益財団法人)飯田市体育協会

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 26 スポーツの振興
基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

H27担当課等名 生涯学習・スポーツ課 H27係等名 スポーツ振興係 H26係等名 スポーツ振興係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 8 終了
事務事業名 飯田市体育協会運営支援事業

会計 一般会計
47 15

事業種別 政策

2 施策№ 26 事業№


